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ストレブトマイシンとツベノレクリン併用に閥ナる

寅験的研究*

若井喜久故

現|i 尾行彦

森川和雄

(北大結按研究所病理部)

北大結核研究所病理部{指導夜川和推助教授)

札収-医大病理学教室(指導新保幸太郎教授・小野江為良IJ数民)

INAHと Tubet・culinの併用療法に関しては，昭和 10百円の紙偽iJi"見は，放問併では肺ではIJ.，汎な乾賂壊

28平日木病理や会総会で示説したので， Streptomycinと 死?.~2之び穆出炎，抑では殆んど全組織が結段栄化し，肝も

Tuberculinのm・用療法について述べる。予じめ「ヅJ反応 多数の額上皮細胞結加をみとめ，リ yパ[却も乾酪栄と化し，

陰性な事:を確めた休:lfI300 g-500 gの健康海皮切匹を使 結段留はL 、ずれの服fi~でも ~1t く陽[生であった。以下放置例

用，この各々に， {I中野株人間結E主題 1/ωmgを右下腿部皮 では， 20日， 40日共に此の所見と大休日係である。

下に注入， ;f，'16週間を経てから3匹を屠殺し，十分な病変 ツベルグリ YIYt独注射携で怯， 10日目肺では乾i'i}J!i:lcE 

が現われたのをたしかめて後，之を放置群，ヅベノレグリ y 誌を認めるが，周辺部は光血強く，白血球等の没j問が認め

単独注射群，ストレプトマイシy単独注射群，ストレプト られる。仰でもNiれJ，'，1辺ril¥に充血恐く，腺股内に白11tE:去を
マイシγ及びツベルタリ y併用注射併の4併に分けた。ス 認めた。

トレヅトマイシyの注射は 10mgを何日皮下注射し，ツベ 20日目では，粘1妥結日Jは一般に不正形で，結今問「丹 ll

ルタリ yはSOTloff'iの液を 0.1ccで始めその後 10日毎に し，線維!企となる傾向があるが，光血は出品、。 30l3， 'lU J 

0.1 cc宛瑚量， 40日間にわたって注射を続行し，各 10日1i: では結~:~1，土芸筒i宝となるが，肺で;工特iこ充血や陸出点を

に「ヅJ~乙tS，休兎測定，赤血球凝集佃i測定をなし，且つ 認めた:場合が多L、。結段着は放置例に比絞しては少なかっ

各群3-4匹宛を}ll;殺し，肉rl良|竹組問手的に判定した。 た。

此の成艇について述べると，体買でほー般的に減少を ストマイ単独使弔fjlJで、ほ， 10日目腕では乾rJlil込をみと

示したものが多かったが，特にツバルタリ y注射f.0Jでは 10 め，仰にも多数の.m上皮細胞結節をみとめた。肝の病洪は
日目の減少が著しかった。以後20日， 30日では併用例で 苦悩!生で， リソパ加府県周辺市はTi'i結合間市生を示した。，1
は減少は喰い.u二められ，ストマイ群では30日目に紛持し

L 、i減少を示した。

叩ペルグリ y反応に対しては，ツペルグリ y注射例で

はL、ずれも抑制若切であったが，ストマイ単独注射例で

も慨して抑制された。

赤血球凝察側の測定値でi1ツペルグリ y単独注射例が

10日目よりi惑い凝集{illiを示めし，併用例が之に次いだ

が，ストマイ例及び放置例では上昇を示めさなかった。

料m:丑に対して，その体罰比の結果では，併用例が終

始法小位を示めしたが，ツベルグリ y111用例もストマイ伊J

に三えいで域加が抑関され，‘放置例に比絞すると主主:しL、小値

であった。

勢 (本報"W-'土日 *.fjÎ.j坦l8þ唯誌，第 42~・地方合;)}~に掲載)

20日目以後の所凡では治慌傾向努聞で，肺1抑呼の結陵結;印訂の

f協泉尉t縦[住E化， 三笈萎焔， (硝l的白子化カが:丸L

パi'lii邸H;乾吃路主壊長死栄も純陥百r小jト、し， J享い結合純で被包され， 石FR化

を認めた例もある。

併用例では， 10日目より特に肺でば多数の結該結iITii1

一般に縮小f生である他，う乞血及び彦肝炎を認めた。仰では

結合織による被包化の外， )，'，)辺 i'ぱd血~1tく， リ y パ節:líj~ ヨミ

も縮小1生である。 20 日目肺では結咳病~nは著しく非定型

的となって縮小し，仰の結!妥結tni も~しく苓縮性で疎震と

なっておる。リ y ノ之江p病~~ではlíì'í子総化がみられた。結夜

菌は，多くの例で;出生となった。

更に 40 日目になると jli-El~治院は諮問で， 9mでは僅かに



イシyとヅベルグリ yの併用1-;1:，明らかに治療を促進する
ものと言L、得ょう。之の機序に関しては，ツペルグリ γに

よる充血乃三さは病汎)，'8高災が~斉Ijの向>iJr首化を起ずことの
他，ヅペノレグリ yjJ;t感作による抗体上昇一抵抗力士自加があ
ずかったものと考えられる。
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~~:~i~i\f; ~i 巴Jt~ï:c!こ， J印刷のノj、円ifs細胞i号制がみとめられ，仰では
抗::3の明らかなものを認めぬ伊]が多L、。リ yパ1ui病没も結
令純明生し，芸筒1出合成阪を認めた。肝の病2iは小円形細
胞出 l!として抗慌をのこすのみである。
1).1:のjiR，r;jミ:j'jjP摺刊Wfr見方、らすると，ストレプトマ
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